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①要約： 

このアイデアは、コールセンターにおける顧客と担当者の適切なマッチングを⾏うための

確率的ネットワークフローモデルを利用したものです。顧客が電話してきた際に、最適な

担当者を割り当てることで、成功率を高めることを目指しています。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、顧客と担当者を最適にマッチングさせることで、コールセンター

の効率を向上させることです。顧客の要求や担当者のスキルに基づいて適切な組み合わせ

を考え、成功率を高めることで、サービス品質の向上や顧客満足度の向上を目指していま

す。 

 

③新規性： 

このアイデアは、確率的ネットワークフローモデルを活用してコールセンターの顧客と担

当者のマッチングを最適化するという新しいアプローチです。従来の手法では難しい組み

合わせを見つけるために数学的アルゴリズムを活用しており、類似のアプローチはあまり

見られません。 

 

④独自性： 

このアイデアは、確率的ネットワークフローモデルを活用して顧客と担当者を最適にマッ

チングさせるという独自性のあるコンセプトです。顧客の要求や担当者のスキルに基づい

て組み合わせを考え、最適なマッチングを⾏うことで、コールセンターのサービス提供を

より効果的に⾏うことが可能です。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、コールセンター業界におけるサービス品質向上やコスト削減に貢献でき

る可能性があります。顧客と担当者の最適なマッチングにより、問題解決やサポートの効

率化が図れるため、企業の効率性向上や顧客満足度の向上に繋がると考えられます。ま

た、特許を取得していることから、競合他社と差別化を図り、市場での位置づけを強化す

ることができるでしょう。 

  


